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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　走査信号を伝達する複数の走査線及びデータ信号を伝達する複数のデータ線と、
　前記走査線及びデータ線にそれぞれ接続される複数の画素を含む画素部と、
　外光の強度に対応する光感知信号を生成する光センサと、
　前記データ信号により生成される映像が動画なのか静止画なのかを判断して映像判断信
号を生成する映像判断部と、
　前記光感知信号と予め設定された基準値とを比較して、選択信号を生成し、当該選択信
号に対応して入力映像データを変更する信号処理部と、
　該信号処理部から映像データを受信して格納するフレームメモリと、
　前記映像判断信号と前記選択信号とを受信してフレームメモリをリセットするリセット
信号を生成するリセット信号駆動部と、
　前記走査信号を順次生成して前記複数の走査線に印加する走査駆動部と、
　前記データ信号を生成して前記データ線に印加するデータ駆動部と、
　を含み、
　前記信号処理部は、前記光感知信号が予め設定された基準値のうち、最小範囲に属する
場合、入力映像データを変更しないようにする第１モードに設定し、これに対応する選択
信号を生成し、
　前記光感知信号が予め設定された基準値のうち、最大範囲に属する場合、入力映像デー
タの彩度及び／または輝度を最大限に変更するように制御する第２モードに設定し、これ
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に対応する選択信号を生成し、
　前記リセット信号駆動部は、静止画であることを表す映像判断信号を受信した場合と、
映像データの変更が必要な場合を表す選択信号を受信した場合にフレームメモリをリセッ
トするリセット信号を生成することを特徴とする有機電界発光表示装置。
【請求項２】
　前記信号処理部は、
　前記光センサによる感知信号と予め設定された基準値とを比較し、少なくとも２つのモ
ードのいずれか１つを選択する選択信号を出力する比較部と、
　前記選択信号に対応して前記入力映像データの変更の可否を決定する制御部と、
　該制御部から伝送される前記入力映像データに対応して画素彩度データを生成する第１
演算部と、
　前記画素彩度データと前記選択信号とに対応して変更データを抽出する第２演算部と、
　前記制御部から伝送される前記入力映像データ、または前記第２演算部から供給される
前記変更データを格納するメモリと、
　を含むことを特徴とする請求項１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項３】
　前記第１演算部により参照される彩度変更マトリクスがさらに含まれることを特徴とす
る請求項２に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項４】
　前記第１演算部は、前記入力映像データに含まれたサブピクセル別の入力データと、前
記彩度変更マトリクスとを演算して、サブピクセル別の目標彩度データを算出し、これを
用いて前記画素彩度データを生成することを特徴とする請求項３に記載の有機電界発光表
示装置。
【請求項５】
　前記第２演算部により参照され、彩度ルックアップテーブル及び輝度ルックアップテー
ブルを含む基準ルックアップテーブル部がさらに含まれることを特徴とする請求項２に記
載の有機電界発光表示装置。
【請求項６】
　走査信号を伝達する複数の走査線及びデータ信号を伝達する複数のデータ線と、
　前記走査線及びデータ線にそれぞれ接続される複数の画素を含む画素部と、
　ユーザの操作によりスイッチ信号が生成されるスイッチ部と、
　前記スイッチ信号に対応して入力映像データを変更する信号処理部と、
　前記信号処理部から入力映像データを受信して格納するフレームメモリと、
　前記スイッチ信号を受信するとフレームメモリをリセットするリセット信号を生成する
リセット信号駆動部と、
　前記走査信号を順次生成して前記複数の走査線に印加する走査駆動部と、
　前記データ信号を生成して前記データ線に印加するデータ駆動部と、
　を含み、
　前記信号処理部は、前記スイッチ信号が伝達されないと、入力映像データを変更しない
ようにする第１モードに設定し、前記スイッチ信号が伝達されると、入力映像データの彩
度及び／または輝度を最大限に変更するように制御する第２モードに設定することを特徴
とする有機電界発光表示装置。
【請求項７】
　前記信号処理部は、
　前記スイッチ信号に対応して前記入力映像データの変更要否を決定する制御部と、
　前記制御部から伝送される前記入力映像データに対応して画素彩度データを生成する第
１演算部と、
　前記画素彩度データと前記スイッチ信号に対応して変更データを抽出する第２演算部と
、
　前記制御部から伝送される前記入力映像データ、または前記第２演算部から供給される
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前記変更データを格納するメモリと、
　を含むことを特徴とする請求項６に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項８】
　前記第１演算部により参照される彩度変更マトリクスがさらに含まれることを特徴とす
る請求項７に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項９】
　前記第１演算部は、前記入力映像データに含まれたサブピクセル別の入力データと、前
記彩度変更マトリクスとを演算して、サブピクセル別の目標彩度データを算出し、これを
用いて前記画素彩度データを生成することを特徴とする請求項８に記載の有機電界発光表
示装置。
【請求項１０】
　前記第２演算部により参照され、彩度ルックアップテーブル及び輝度ルックアップテー
ブルを含む基準ルックアップテーブル部がさらに含まれることを特徴とする請求項７に記
載の有機電界発光表示装置。
【請求項１１】
　有機電界発光表示装置の駆動方法において、
　入力される映像を格納するフレームメモリをリセットする第１ステップと、
　入力される映像のデータ値を変更して前記フレームメモリに伝達する第２ステップと、
　を含み、前記第２ステップは、光センサから入力される光感知信号が予め設定された基
準値のうち、最小範囲に属する場合、入力映像データを変更しないようにする第１モード
に設定し、これに対応する選択信号を生成し、
　前記光感知信号が予め設定された基準値のうち、最大範囲に属する場合、入力映像デー
タの彩度及び／または輝度を最大限に変更するように制御する第２モードに設定し、これ
に対応する選択信号を生成し、
　前記第１ステップは、静止画であることを表す映像判断信号を受信した場合と、映像デ
ータの変更が必要な場合を表す選択信号を受信した場合にフレームメモリをリセットする
リセット信号を生成することを特徴とする有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項１２】
　前記入力される映像は、静止画であることを特徴とする請求項１１に記載の有機電界発
光表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機電界発光表示装置及びその駆動方法に関し、より詳細には、表現される
画像の視認性が向上することができる有機電界発光表示装置及びその駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、陰極線管（Ｃａｔｈｏｄｅ　Ｒａｙ　Ｔｕｂｅ）の短所である重量及び体積を減
少させるができる各種平板表示装置が開発されている。平板表示装置には、液晶表示装置
（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、電界放出表示装置（Ｆｉｅｌｄ　
Ｅｍｉｓｓｉｏｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、プラズマ表示パネル（Ｐｌａｓｍａ　Ｄｉｓｐｌ
ａｙ　Ｐａｎｅｌ）、及び有機電界発光表示装置（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉ
ｔｔｉｎｇ　Ｄｉｓｐｌａｙ）などがある。
【０００３】
　平板表示装置のうち、有機電界発光表示装置は、電子と正孔との再結合により発光する
有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ：Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉ
ｏｄｅ）を用いて画像を表示する。
【０００４】
　このような有機電界発光表示装置は、優れた色再現性や薄肉などの様々な利点により、
携帯電話用のほかにも、ＰＤＡ、ＭＰ３、ＤＳＣなどへと市場が大きく拡大している。
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【０００５】
　ただし、前記有機電界発光表示装置は、電流量の変化に応じて発光するため、明るい光
を発光するときは、電流消耗が多く、様々なディスプレイへの適用のためには、低電力化
が不可欠である。
【０００６】
　しかしながら、電流量の変化に応じて発光程度が異なる有機電界発光表示装置の消費電
力の節減のため、単に映像の駆動電圧を一括的に下げると、映像の不要部分の明るさが減
少し、それにより、画質が劣化する短所がある。
【０００７】
　また、前記有機電界発光表示装置の代表的な応用例である携帯用表示装置の場合、様々
な環境に露出する特性を有するため、前記携帯用表示装置で表示される映像は、周辺照度
などの周囲環境により、その視認性が異なることがある。特に、映像の明るさより周囲の
照度が非常に明るい太陽光の下では、携帯用表示装置で表示される映像の視認性が急激に
低下することがある。
【０００８】
　これにより、周辺環境に対応して視認性を向上させることができる有機電界発光表示装
置の開発が要求されている。
【０００９】
【特許文献１】特開２００４－１２６６０９号公報
【特許文献２】特開２００６－１４８５６１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明の目的は、ユーザの要求に対応して、消費電力の節減及び／または屋外視認性の
改善のための制御部及びこれを含む有機電界発光表示装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記の目的を達成するための本発明の第１態様は、走査信号を伝達する複数の走査線及
びデータ信号を伝達する複数のデータ線と、前記走査線及びデータ線にそれぞれ接続され
る複数の画素を含む画素部と、外光の強度に対応する光感知信号を生成する光センサと、
前記データ信号により生成される映像が動画なのか静止画なのかを判断して映像判断信号
を生成する映像判断部と、前記光感知信号と予め設定された基準値とを比較して選択信号
を生成し、当該選択信号に対応して入力映像データを変更する信号処理部と、該信号処理
部から映像データを受信して格納するフレームメモリと、前記映像判断信号と前記選択信
号とを受信してフレームメモリをリセットするリセット信号を生成するリセット信号駆動
部と、前記走査信号を順次生成して前記複数の走査線に印加する走査駆動部と、前記デー
タ信号を生成して前記データ線に印加するデータ駆動部と、を含む有機電界発光表示装置
を提供する。
【００１２】
　上記の目的を達成するための本発明の第２態様は、走査信号を伝達する複数の走査線及
びデータ信号を伝達する複数のデータ線と、前記走査線及びデータ線にそれぞれ接続され
る複数の画素を含む画素部と、スイッチ信号を生成するスイッチ部と、前記スイッチ信号
に対応して入力映像データを変更する信号処理部と、前記信号処理部から入力映像データ
を受信して格納するフレームメモリと、前記スイッチ信号を受信してフレームメモリをリ
セットするリセット信号を生成するリセット信号駆動部と、前記走査信号を順次生成して
前記複数の走査線に印加する走査駆動部と、前記データ信号を生成して前記データ線に印
加するデータ駆動部と、を含むことを特徴とする有機電界発光表示装置を提供する。
【００１３】
　上記の目的を達成するための本発明の第３態様は、有機電界発光表示装置の駆動方法に
おいて、前記入力される映像を格納するフレームメモリをリセットする第１ステップと、
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入力される映像のデータ値を変更して前記フレームメモリに伝達する第２ステップと、を
含む有機電界発光表示装置の駆動方法を提供する。
【発明の効果】
【００１４】
　以上のように本発明に係る有機電界発光表示装置によれば、視認性の向上及び消費電力
を低減することができるという効果があり、外光の強度のような周辺環境に対応して入力
映像データを変更することにより、視認性を向上させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、添付された図面を参照して本発明の実施形態をより詳細に説明する。
【００１６】
　図１は、本発明の実施形態に係る有機電界発光表示装置の第１実施例の構成を示すブロ
ック図である。
【００１７】
　同図に示すように、本発明の実施形態に係る有機電界発光表示装置は、画素部１００ａ
、フレームメモリ２００ａ、リセット信号駆動部３００ａ、走査駆動部４００ａ、データ
駆動部５００ａ、信号処理部６００ａ、映像判断部７００ａ、及び光センサ８００ａを含
む。
【００１８】
　画素部１００ａは、走査線Ｓ１～Ｓｎ及びデータ線Ｄ１～Ｄｍに接続された複数の画素
１１０ａを含む。ここで、１つの画素１１０ａは、それぞれ有機発光ダイオードを備え、
互いに異なる色の光を放出する少なくとも２つのサブピクセルからなり得る。
【００１９】
　このような画素部１００ａは、外部から供給される第１電源ＥＬＶｄｄ及び第２電源Ｅ
ＬＶｓｓと、走査駆動部４００ａから供給される走査信号と、データ駆動部５００ａから
供給されるデータ信号とに対応して映像を表示する。
【００２０】
　フレームメモリ２００ａは、信号処理部６００ａから映像データを受信して格納し、格
納された映像データをデータ駆動部５００ａに伝達する。フレームメモリ２００ａは、１
フレームの単位で映像データを格納する。
【００２１】
　リセット信号駆動部３００ａは、フレームメモリ２００ａにリセット信号を伝達し、フ
レームメモリ２００ａに格納されている映像データを削除し、新たな映像データが再びフ
レームメモリ２００ａに伝達及び格納されるようにする。リセット信号は、映像判断部７
００ａに入力される映像判断信号Ｖｓと、信号処理部６００ａで生成された選択信号とを
受信し、静止画であることを表す映像判断信号Ｖｓと、映像データの変更が必要な場合を
表す選択信号とにより生成される。
【００２２】
　走査駆動部４００ａは、走査信号を生成し、走査駆動部４００ａで生成された走査信号
は、それぞれの走査線Ｓ１～Ｓｎに順次供給される。
【００２３】
　データ駆動部５００ａは、信号処理部６００ａにより変換された映像データを受信し、
これに対応するデータ信号を生成する。データ駆動部５００ａで生成されたデータ信号は
、走査信号と同期するようにデータ線Ｄ１～Ｄｍに供給され、各画素１１０ａに伝達され
る。
【００２４】
　信号処理部６００ａは、光センサ８００ａから入力される光感知信号Ｓｓｅｎｓと予め
設定された基準値とを比較し、少なくとも２つのモードのいずれか１つを選択する選択信
号を生成する。そして、生成された選択信号により、外部から入力される映像データＲＧ
Ｂ　Ｄａｔａの変更を決定する。また、入力映像データＲＧＢ　Ｄａｔａの輝度及び／ま
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たは彩度値を変更した変更データＲ’Ｇ’Ｂ’　Ｄａｔａを生成し、これを格納する。そ
して、信号処理部６００ａに格納された変更データＲ’Ｇ’Ｂ’　Ｄａｔａまたは入力映
像データＲＧＢ　Ｄａｔａは、フレームメモリ２００ａに入力される。
【００２５】
　映像判断部７００ａは、入力されるビデオデータが静止画なのか動画なのかを判断して
映像判断信号Ｖｓを生成し、映像判断信号Ｖｓを信号処理部６００ａに伝達する。映像判
断部７００ａが静止画なのか動画なのかを判断する方法には、２つがある。その一つは、
１つのフレームに入力されるビデオデータと、その次のフレームに入力されるビデオデー
タとの差に対応して判断できるようにする方法である。もう一つは、ビデオデータ自体に
静止画なのか動画なのかがエンコードされるようにしてビデオデータを分析することによ
り、静止画なのか動画なのかを把握できるようにする方法である。
【００２６】
　映像判断部７００ａで静止画なのか動画なのかを判断する理由は、動画の場合、フレー
ムメモリに格納されている映像データがフレーム単位で変わるため、外光が変化するとき
、新たな映像データが入力されることから、信号処理部で新たな映像データを変更してフ
レームメモリに伝達する。したがって、映像データが外光によって変更され、視認性が良
くなる。
【００２７】
　しかし、静止画の場合は、フレームメモリに映像データが一度格納された後、映像が変
化しないため、外光の照度が変わっても、フレームメモリに格納されている映像データは
変更されないことから、視認性が良くない。したがって、静止画の場合、視認性を向上さ
せるため、映像判断部７００ａで静止画なのか動画なのかを判断した後、静止画の場合、
リセット信号が生成され、フレームメモリに新たな映像データを格納する。このとき、フ
レームメモリに格納される前に、信号処理部で映像データを変更した後、フレームメモリ
に伝達されるようにする。
【００２８】
　光センサ８００ａは、外光の強度に対応する光感知信号を生成して信号処理部に伝達す
る。
【００２９】
　図２は、図１における有機電界発光表示装置で採用された信号処理部の構造を示す構造
図である。同図を参照して説明すると、信号処理部６００ａは、比較部６１０ａ、制御部
６２０ａ、第１演算部６３０ａ、彩度変更マトリクス６３５ａ、第２演算部６４０ａ、基
準ルックアップテーブル部６４５ａ、及びメモリ６５０ａを含んで構成される。
【００３０】
　前記比較部６１０ａは、光センサ８００ａから供給された光感知信号Ｓｓｅｎｓと予め
設定された基準値とを比較し、少なくとも２つのモードのいずれか１つを選択する選択信
号Ｓｓｅｌを出力する。
【００３１】
　より具体的に、比較部６１０ａは、光感知信号Ｓｓｅｎｓの大きさに対応して、予め設
定された基準値を基準として少なくとも２つのモードを設定し、これに対応する選択信号
Ｓｓｅｌを出力する。便宜上、以下では、比較部６１０ａが、光感知信号Ｓｓｅｎｓに対
応して、２つのモードを設定すると仮定して説明する。
【００３２】
　例えば、光感知信号Ｓｓｅｎｓが予め設定された基準値のうち、最小範囲に属する場合
、すなわち、外光の強度が最も弱い範囲に属する場合、比較部６１０ａは、入力映像デー
タＲＧＢ　Ｄａｔａを変更しないようにする第１モードに設定し、これに対応する選択信
号Ｓｓｅｌを出力する。
【００３３】
　そして、光感知信号Ｓｓｅｎｓが予め設定された基準値のうち、最大範囲に属する場合
、例えば、太陽光が直接入射する場合のように、外光の強度が最も強い範囲に属する場合
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、比較部６１０ａは、入力映像データＲＧＢ　Ｄａｔａの彩度及び／または輝度を最大限
に変更するように制御する第２モードに設定し、これに対応する選択信号Ｓｓｅｌを出力
する。
【００３４】
　このような比較部６１０ａから出力された選択信号Ｓｓｅｌは、制御部６２０ａに入力
される。
【００３５】
　制御部６２０ａは、比較部６１０ａから入力された選択信号Ｓｓｅｌに対応して、入力
映像データＲＧＢ　Ｄａｔａの変更の可否を決定する。
【００３６】
　このような制御部６２０ａは、決定された入力映像データＲＧＢ　Ｄａｔａの変更の可
否により、入力映像データＲＧＢ　Ｄａｔａを第１演算部６３０ａに伝送するか、または
メモリ６５０ａに格納する。
【００３７】
　例えば、制御部６２０ａは、選択信号Ｓｓｅｌのうち、外光の強度が最も弱い場合、す
なわち、第１モードに該当する選択信号Ｓｓｅｌが供給されると、入力映像データＲＧＢ
　Ｄａｔａをメモリ６５０ａに格納する。
【００３８】
　そして、外光の強度が最も強い場合、すなわち、第２モードに該当する選択信号Ｓｓｅ
ｌが供給されると、制御部６２０ａは、入力映像データＲＧＢ　Ｄａｔａを第１演算部６
３０ａに伝送する一方、自体に入力された選択信号Ｓｓｅｌを第２演算部６４０ａに伝送
する。
【００３９】
　第１演算部６３０ａは、彩度変更マトリクス６３５ａを参照し、制御部６２０ａから伝
送された入力映像データＲＧＢ　Ｄａｔａに対応する画素彩度データＳｏｕｔを生成する
。
【００４０】
　例えば、第１演算部６３０ａは、入力映像データＲＧＢ　Ｄａｔａに含まれたそれぞれ
のサブピクセル別の入力データＲｉｎ、Ｇｉｎ、Ｂｉｎと、彩度変更マトリクス６３５ａ
を演算して、サブピクセル別の目標彩度データＲｓ、Ｇｓ、Ｂｓを算出し、これを用いて
画素彩度データＳｏｕｔを生成することができる。
【００４１】
　ここで、サブピクセル別の目標彩度データＲｓ、Ｇｓ、Ｂｓは、彩度変更マトリクス６
３５ａを用いて算出することができる。サブピクセル別の目標彩度データＲｓ、Ｇｓ、Ｂ
ｓを算出する方法については、図７ａ～図７ｄで後述する。
【００４２】
　画素彩度データＳｏｕｔは、サブピクセル別の目標彩度データＲｓ、Ｇｓ、Ｂｓから算
出されるもので、例えば、サブピクセル別の目標彩度データ値Ｒｓ、Ｇｓ、Ｂｓの最大値
に設定されるか、またはサブピクセル別の目標彩度データ値Ｒｓ、Ｇｓ、Ｂｓの最大値と
最小値との差に対応する所定の値に設定可能である。
【００４３】
　このような第１演算部６３０ａで生成された画素彩度データＳｏｕｔは、第２演算部６
４０ａに供給される。
【００４４】
　第２演算部６４０ａは、第１演算部６３０ａ及び制御部６２０ａからそれぞれ供給され
た画素彩度データＳｏｕｔ及び選択信号Ｓｓｅｌに対応して、基準ルックアップテーブル
部６４５ａから変更データＲ’Ｇ’Ｂ’　Ｄａｔａを抽出し、これをメモリ６５０ａに格
納する。
【００４５】
　より具体的に、第２演算部６４０ａは、基準ルックアップテーブル部６４５ａに含まれ
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た彩度ルックアップテーブル（ＬＵＴ）及び輝度ルックアップテーブル（ＬＵＴ）を選択
して変更データＲ’Ｇ’Ｂ’　Ｄａｔａを抽出する。そして、第２演算部６４０ａは、選
択されたルックアップテーブルから画素彩度データＳｏｕｔに対応する彩度及び輝度値を
有する変更データＲ’Ｇ’Ｂ’　Ｄａｔａを抽出する。
【００４６】
　ここで、彩度ルックアップテーブル及び輝度ルックアップテーブルは、それぞれ画素彩
度データＳｏｕｔに対応する彩度変更値及び輝度変更値を抽出するのに参照されるテーブ
ルを意味する。
【００４７】
　メモリ６５０ａは、制御部６２０ａから伝送される入力映像データＲＧＢ　Ｄａｔａ、
または第２演算部６４０ａから供給される変更データＲ’Ｇ’Ｂ’　Ｄａｔａを格納する
。メモリ６５０ａに格納された入力映像データＲＧＢ　Ｄａｔａまたは変更データＲ’Ｇ
’Ｂ’　Ｄａｔａは、データ駆動部に入力される。
【００４８】
　図３は、本発明の実施形態に係る有機電界発光表示装置の第１実施例の構成を示すブロ
ック図である。
【００４９】
　同図を参照すると、本発明の実施形態に係る有機電界発光表示装置は、画素部１００ｂ
、フレームメモリ２００ｂ、リセット信号駆動部３００ｂ、走査駆動部４００ｂ、データ
駆動部５００ｂ、信号処理部６００ｂ、及びスイッチ部７００ｂを含む。
【００５０】
　画素部１００ｂは、走査線Ｓ１～Ｓｎ及びデータ線Ｄ１～Ｄｍに接続された複数の画素
１１０ｂを含む。ここで、１つの画素１１０ｂは、それぞれ有機発光ダイオードを備え、
互いに異なる色の光を放出する少なくとも２つのサブピクセルからなり得る。
【００５１】
　このような画素部１００ｂは、外部から供給される第１電源ＥＬＶｄｄ及び第２電源Ｅ
ＬＶｓｓと、走査駆動部４００ｂから供給される走査信号と、データ駆動部５００ｂから
供給されるデータ信号とに対応して映像を表示する。
【００５２】
　フレームメモリ２００ｂは、信号処理部６００ｂから映像データを受信して格納し、格
納された映像データをデータ駆動部５００ｂに伝達する。フレームメモリ２００ｂは、１
フレームの単位で映像データを格納する。
【００５３】
　リセット信号駆動部３００ｂは、フレームメモリ２００ｂにリセット信号を伝達し、フ
レームメモリ２００ｂに格納されている映像データを削除し、新たな映像データが再びフ
レームメモリ２００ｂに伝達及び格納されるようにする。リセット信号は、スイッチ部７
００ｂに伝達されるスイッチ信号ＳＷを受信して生成される。
【００５４】
　走査駆動部４００ｂは、走査信号を生成し、走査駆動部４００ｂで生成された走査信号
は、それぞれの走査線Ｓ１～Ｓｎに順次供給される。
【００５５】
　データ駆動部５００ｂは、信号処理部６００ｂにより変換された映像データを受信し、
これに対応するデータ信号を生成する。データ駆動部５００ｂで生成されたデータ信号は
、走査信号と同期するようにデータ線Ｄ１～Ｄｍに供給され、各画素１１０ｂに伝達され
る。
【００５６】
　信号処理部６００ｂは、スイッチ部７００ｂから伝達されるスイッチ信号を受信して前
記スイッチ信号によって外部から入力される映像データＲＧＢ　Ｄａｔａの変更を決定す
る。そして、入力映像データＲＧＢ　Ｄａｔａの輝度及び／または彩度値を変更した変更
データＲ’Ｇ’Ｂ’　Ｄａｔａを生成し、これを格納する。また、信号処理部６００ｂに
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格納された変更データＲ’Ｇ’Ｂ’　Ｄａｔａまたは入力映像データＲＧＢ　Ｄａｔａは
、フレームメモリ２００ｂに入力される。
【００５７】
　スイッチ部７００ｂは、ユーザの操作によりスイッチ信号を生成し、ユーザによって、
外光が強く、画像がよく表現されていないと判断されると、スイッチ部７００ｂを操作し
てスイッチ信号を生成する。したがって、入力される映像が動画なのか静止画なのかを別
途に判断する必要がない。
【００５８】
　図４は、図３における有機電界発光表示装置で採用された信号処理部の構造を示す構造
図である。同図を参照して説明すると、信号処理部６００ｂは、制御部６１０ｂ、第１演
算部６２０ｂ、彩度変更マトリクス６２５ｂ、第２演算部６３０ｂ、基準ルックアップテ
ーブル部６３５ｂ、及びメモリ６４０ｂを含んで構成される。
【００５９】
　制御部６１０ｂは、スイッチ部７００ｂからのスイッチ信号ＳＷに対応して、入力映像
データＲＧＢ　Ｄａｔａの変更の可否を決定する。
【００６０】
　このような制御部６１０ｂは、決定された入力映像データＲＧＢ　Ｄａｔａの変更の可
否により、入力映像データＲＧＢ　Ｄａｔａを第１演算部６２０ｂに伝送するか、または
メモリ６４０ｂに格納する。
【００６１】
　例えば、制御部６１０ｂは、スイッチ信号ＳＷが伝達されないと、入力映像データＲＧ
Ｂ　Ｄａｔａをメモリ６４０ｂに格納する。
【００６２】
　そして、それ以外の場合、すなわち、スイッチ信号ＳＷが伝達されると、制御部６１０
ｂは、入力映像データＲＧＢ　Ｄａｔａを第１演算部６２０ｂに伝送する一方、自体に入
力されたスイッチ信号ＳＷを第２演算部６３０ｂに伝送する。
【００６３】
　第１演算部６２０ｂは、彩度変更マトリクス６２５ｂを参照し、制御部６１０ｂから伝
送された入力映像データＲＧＢ　Ｄａｔａに対応する画素彩度データＳｏｕｔを生成する
。
【００６４】
　例えば、第１演算部６２０ｂは、入力映像データＲＧＢ　Ｄａｔａに含まれたそれぞれ
のサブピクセル別の入力データＲｉｎ、Ｇｉｎ、Ｂｉｎと、彩度変更マトリクス６２５ｂ
とを演算して、サブピクセル別の目標彩度データＲｓ、Ｇｓ、Ｂｓを算出し、これを用い
て画素彩度データＳｏｕｔを生成することができる。
【００６５】
　ここで、サブピクセル別の目標彩度データＲｓ、Ｇｓ、Ｂｓは、彩度変更マトリクス６
２５ｂを用いて算出することができる。サブピクセル別の目標彩度データＲｓ、Ｇｓ、Ｂ
ｓを算出する方法については、図５ａ～図５ｄで後述する。
【００６６】
　画素彩度データＳｏｕｔは、サブピクセル別の目標彩度データＲｓ、Ｇｓ、Ｂｓから算
出されるもので、例えば、サブピクセル別の目標彩度データ値Ｒｓ、Ｇｓ、Ｂｓの最大値
に設定されるか、またはサブピクセル別の目標彩度データ値Ｒｓ、Ｇｓ、Ｂｓの最大値と
最小値との差に対応する所定の値に設定可能である。
【００６７】
　このような第１演算部６２０ｂで生成された画素彩度データＳｏｕｔは、第２演算部６
３０ｂに供給される。
【００６８】
　第２演算部６３０ｂは、第１演算部６２０ｂ及び制御部６１０ｂからそれぞれ供給され
た画素彩度データＳｏｕｔ及びスイッチ信号ＳＷに対応して、基準ルックアップテーブル
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部６３５ｂから変更データＲ’Ｇ’Ｂ’　Ｄａｔａを抽出し、これをメモリ６４０ｂに格
納する。
【００６９】
　より具体的に、第２演算部６３０ｂは、基準ルックアップテーブル部６３５ｂに含まれ
た彩度ルックアップテーブル（ＬＵＴ）及び輝度ルックアップテーブル（ＬＵＴ）を選択
して変更データＲ’Ｇ’Ｂ’　Ｄａｔａを抽出する。そして、第２演算部６３０ｂは、選
択されたルックアップテーブルから画素彩度データＳｏｕｔに対応する彩度及び輝度値を
有する変更データＲ’Ｇ’Ｂ’　Ｄａｔａを抽出する。
【００７０】
　ここで、彩度ルックアップテーブル及び輝度ルックアップテーブルは、それぞれ画素彩
度データＳｏｕｔに対応する彩度変更値及び輝度変更値を抽出するのに参照されるテーブ
ルを意味する。
【００７１】
　メモリ６４０ｂは、制御部６１０ｂから伝送される入力映像データＲＧＢ　Ｄａｔａ、
または第２演算部６３０ｂから供給される変更データＲ’Ｇ’Ｂ’　Ｄａｔａを格納する
。そして、メモリ６４０ｂに格納された入力映像データＲＧＢ　Ｄａｔａまたは変更デー
タＲ’Ｇ’Ｂ’　Ｄａｔａは、データ駆動部５００ｂに入力される。
【００７２】
　図５ａ～図５ｄは、図２及び図４における彩度変更マトリクス６３５ａ、６２５ｂを用
いて各サブピクセル別の目標彩度データを算出する一例を示す図である。これらの図に示
すように、第１演算部６３０ａ、６２０ｂは、彩度変更マトリクスＡと、入力映像データ
ＲＧＢ　Ｄａｔａに含まれたそれぞれのサブピクセル別の入力データＲｉｎ、Ｇｉｎ、Ｂ
ｉｎとを積演算して、サブピクセル別の目標彩度データＲｓ、Ｇｓ、Ｂｓを算出すること
ができる。（図５ａ）
【００７３】
　彩度変更マトリクスＡは、彩度調整を決定する彩度係数（ｓａｔｕｒａｔｉｏｎ　ｆａ
ｃｔｏｒ）ｋを用いて彩度を調整できるようにするマトリクスであって、予め設定された
彩度係数ｋの値によりサブピクセル別の入力データＲｉｎ、Ｇｉｎ、Ｂｉｎの値を変換し
、各サブピクセル別の目標彩度データＲｓ、Ｇｓ、Ｂｓを算出するのに用いられる。
【００７４】
　このような彩度変更マトリクスＡは、画素のホワイトバランスを考慮して設定されるも
ので、一般的に、図５ｂに示すようなマトリクスが用いられる。（図５ｂ）
【００７５】
　すなわち、第１演算部は、図５ｂにおける彩度変更マトリクスＡと、サブピクセル別の
入力データＲｉｎ、Ｇｉｎ、Ｂｉｎとを積演算して、サブピクセル別の目標彩度データＲ
ｓ、Ｇｓ、Ｂｓを算出することができる。
【００７６】
　ここで、彩度係数ｋの値が１より大きければ彩度が増加し、１より小さければ彩度が減
少する。そして、彩度係数ｋの値が１であれば、彩度変更マトリクスＡは、３×３の単位
行列になるため、彩度は変更されない。（図５ｃ）
【００７７】
　さらに、彩度係数ｋの値が０であれば、図５ｄに示すように、全てのサブピクセル別の
目標彩度データＲｓ、Ｇｓ、Ｂｓは、ホワイトバランスの比率と同一に設定されるため、
彩度のないグレイ映像に変化する。（図５ｄ）
【００７８】
　以上の内容により、当業者であれば本発明の技術思想を逸脱しない範囲で様々な変更及
び修正が可能であることが分かるであろう。したがって、本発明の技術的範囲は、明細書
の詳細な説明に記載された内容に限定されるものではなく、特許請求の範囲によって定め
られなければならない。
【図面の簡単な説明】
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【００７９】
【図１】本発明の実施形態に係る有機電界発光表示装置の第１実施例の構成を示すブロッ
ク図である。
【図２】図１における有機電界発光表示装置で採用された信号処理部の構造を示す構造図
である。
【図３】本発明の実施形態に係る有機電界発光表示装置の第１実施例の構成を示すブロッ
ク図である。
【図４】図３における有機電界発光表示装置で採用された信号処理部の構造を示す構造図
である。
【図５ａ】図２及び図４における彩度変更マトリクスを用いて各サブピクセル別の目標彩
度データを算出する一例を示す図である。
【図５ｂ】図２及び図４における彩度変更マトリクスを用いて各サブピクセル別の目標彩
度データを算出する一例を示す図である。
【図５ｃ】図２及び図４における彩度変更マトリクスを用いて各サブピクセル別の目標彩
度データを算出する一例を示す図である。
【図５ｄ】図２及び図４における彩度変更マトリクスを用いて各サブピクセル別の目標彩
度データを算出する一例を示す図である。
【符号の説明】
【００８０】
　１００ａ；画素部
　１１０ａ；画素
　２００ａ；フレームメモリ
　３００ａ；リセット信号駆動部
　４００ａ；走査駆動部
　５００ａ；データ駆動部
　６００ａ；信号処理部
　７００ａ；映像判断部
　８００ａ；光センサ
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